




STUDY OF MAIN HALL IN THE JYODOSHIN 
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行徳寺本堂復原平面図図2
334 岡野
写真16 北脇仏壇虹梁
写真17 余関内陣境
内外陣境の鴨居には覆板を打って溝を隠しており，元
は引違い格子戸であった。余間前は内法貫をみると開口
がi間半で中央に釣束があヮたζとがわかり，矢来通商
端柱の余聞に対する面に小携の痕跡が残るので，矢来内
も半閣内で終っていたことが知られる。
また内陣余間境の内法貫にも元の長さ l間半で中央に
釣束があった痕跡が残るので，内陣余間の奥行も l間半
となり(図2).内陣の脇仏壇も余間の仏壇の列にあっ
た乙とが，柱I乙仏壇桓や虹梁の取付いていた埋木が打診
されて知られる。となると仏壇も I間前方に移ることに
なるが，今その位置の床下には床束が立つ。又現北脇仏
壇の2本の柱は元の後門両脇の柱とみられ，南脇仏壇裏
の2本の角柱には漆を塗った面もあり，仏壇のとりつい
た痕跡もあって移転した元の来迎柱と見られる。仕口か
ら見て仏壇も和様の簡素なものと推察され，恐らく斗供
清
写真18 余間釦梁上の板墓股
写真19 余間虹梁の絵様
も用いなかったであろう。天井は不明乍ら余聞と共に恐
らく樟縁天井であったろう。このように無理な仏壇の配
置はすでに本尊を下付されていたため生じたのであろ
つ。
結び
ζの二つの堂は江戸市期の三河における本願寺系の浄
土真宗寺院本堂であるが，復原するといずれも内陣余間
の奥行が浅い形式となる。しかし徳正寺(旧入覚寺)本
堂の内障が一直線仏壇となり，余聞が左右非対称ととfっ
て北余聞が客間の形式を思わすものとなる古形式を伝え
るのに対し，行徳寺の方は既に仏像を下付されていた関
係で，内陣余簡の奥行が極めて狭くなるのにかかわら
ず，来迎壁や須弥壇ができ，後円もあって寺らしい性格
を具えていることは注目すべきで，小寺院本堂平面にお
ける過渡的な現象と見ることができる。
